
◆日時◆
  2010 年 11 月 6日 ( 土 )
  15：00～17：00　講演会
  17：00～20：00　懇親会
＊講演会開始１０分前に、直接会場にお越し下さい。

◆場所◆
  スリープログループ株式会社４階アビバコ

  丸ノ内線西新宿駅２番出口より徒歩２分、  JR 新宿駅西口より徒歩７分
  http://www.threepro.co.jp/company/add_tokyo_gm.html

★お申込みはこちらから！★
（PC・携帯可）
http://bit.ly/9WTj1F
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日本の児童養護施設を旅立つ子ども達、退所者の自立を支援

NPO法人ブリッジフォースマイル代表　林 恵子 氏

津田塾大学卒業後、株式会社パソナに入社。副社長秘書、営業、面接、契約管理、 人事などを担当。二児の子育てと仕事を両立させながら、
社会起業家になるためにＭＢＡ留学を計画。英語力を磨く目的で参加したビジネス研修で、児童養護施設と出会う。2004 年 12 月

ＮＰＯブリッジフォースマイルを設立。現在に至る。

フィリピンのストリートチルドレン・孤児院・盲ろう学校自立を支援

ＮＰＯ法人ＡＣＴＩＯＮ代表　横田 宗 氏

高校３年の時にフィリピンの孤児院を単身で訪問する。帰国後にＡＣＴＩＯＮを設立。以来、１６年間にわたりフィリピンのこども達の
支援を続ける。フィリピン以外にも内戦後のルワンダやケニヤ、ウガンダ、ザイール、ルーマニア等で活動。現在は年の大半をフィリピン
で活動。極真空手道場をアジア開発銀行や孤児院内に開設し、武道を通じた活動も実施している。今年５月にはお菓子の袋を再利用した

エコブランド、エコミスモを立ち上げた。

モンゴルの孤児院を支援。孤児たちの来日コンサートで大学進学奨学金を運営

NGOゆいまーるハミングバーズ 代表　照屋 朋子 氏

 早稲田大学法学部国際関係コース卒業。大学時代にモンゴルの孤児院「太陽の子ども達」と出会い、単身でモンゴル中の孤児院やマンホールを
歩いてまわる。卒業後、国際開発コンサルタント会社にて JICA のプロジェクトに従事。2007 年、組織としてモンゴルの子供たちの奨学金を

集めるためにNGOゆいまーるを立ち上げる。現在上智大学法科大学院在学中。

+ + +  guest speaker  + + +

◆定員◆    50 名

◆参加費◆
 講演会：一般 2000 円／学生 500 円
 懇親会：一般・学生ともに 2000 円
※学生の方は学生証をご持参ください。

◆主催◆
  NGOゆいまーる　コンサート実行委員会
  http://yuimar.org/

南アフリカ共和国の学校を中心にした教育支援プロジェクトを実施

アジア・アフリカと共に歩む会（TAAA) 代表　野田 千香子 氏

 早稲田大学卒業。現在まで公文教室を経営。ANC東京事務所で南アの反アパルトヘイト運動に関わり、1992 年、アジア・アフリカと共に
歩む会を設立。南ア支援を開始。立ち上げから 18 年間で計 37 万冊の英語の本を日本で集め、南アの学校に送ってきた。その他、日本で
使用され廃車となった移動図書館車を 28 台南アへ送付。現在、JICA 草の根事業として、学校菜園プロジェクト、移動図書館車を利用した

図書支援プロジェクトを展開中。

日本国内の子どもを支援、すべての子どもたちが夢や希望を持てる環境づくり

特定非営利活動法人キッズドア 理事長　渡辺 由美子 氏

2001 年 8月から１年間、家族で渡英。「社会全体で子どもを育てる」環境を体験し帰国。日本では，子どもが子どもらしく育つ環境が
崩壊していることを実感し、準備期間を経て 2007 年にキッズドアプを設立し、活動開始。特に昨今は、経済状況の悪化から「日本の
子どもの貧困」問題が明らかになる中，学生ボランティアによる学習支援事業［ガクボラ］で貧困の連鎖につながる教育格差の

解消を目指している。私生活では中 3と小 6の子育て中。


